
画像はサンプルです。

条文の趣旨を確認
演習問題を扱う前に、まずは青本等に基づいた条
文の趣旨を確認していきます。テキストには答案
構成に必要な知識を過不足なく掲載し、また、解
説ごとにその根拠を明記しています。

知識の確認➡小テーマの演習
確認した知識を使って小テーマの演習を行います。
講義で扱ったばかりの知識を使用した演習なので、

「知識をどのように使用し、どのように答案を作成
にしていけば良いのか」という点にのみ意識を向
けることができます。

明快！ 宮口答案例
明確でコンパクトな宮口解答例を、テキストにまと
めて掲載しています。その問題で押さえるべきポ
イントが明確になり、重要事項も効率的に復習で
きます。

難易度の高いポイントを演習前に
使用する知識のうち、［趣旨・小事例対策編］では
扱わなかった少し難易度の高いポイントを、「論文
思考のポイント」として本格的な事例問題の演習
の前に学習します。

良問を厳選！ 本格的事例問題
［趣旨・小事例対策編］や論文思考のポイントで

確認した知識を活用して、本格的な事例問題を解
いていきます。答案構成力を洗練させるための良
問を厳選。具体的な宮口答案例は、解答例として
だけではなく、合格のために必要な記載量の把握
にも最適です。
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確認➡理解➡演習のサイクルで着実に身につく！ 簡 潔かつ明快な宮口流答案を学べ！
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答案への応用
答案を構成する段落が、［趣旨・小事例対策編］の
どこで演習したものに当たるのかを示しています。
また、［趣旨・小事例対策編］で行った演習の解
答を、［本格的事例対策編］ではどのように書き換
えて使用するのかも講義で比較解説していきます。
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完全対応！

宮口流『短く書いて高得点を取る』極意を、
段階を追って伝授する三部構成！

最終編の「答案構成編」には、
本試験6回分と同等の24問の新作を提供！


